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フェアプレイには残心が必須 

今月は引続き弊社のフィロソ
フィー（考え方）と応援メッセ
ージの紹介です。 
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フェアプレイの考えで判断
する 

相手の為になることは何か

を考える時に、拠り所とする

のは「公平」「公正」「誠実」

「正義」「勇気」「博愛」「勤

勉」「謙虚」です。したがっ

て、儲けるためには何をして

もよいとか、少しくらいのル

ール違反や数字のごまかしは

許されると考えるのは間違い

です。 

スポーツの世界でも、反則

やルール違反のないゲームか

らさわやかな感動を受けるの

は、フェアプレイ精神に基づ

いているからです。誰であっ

ても、矛盾や不正に気づいた

ら正々堂々と指摘をすべきで

す。 

私たちの職場が常にさわや

かで活気にあふれたものであ

るためには、従業員１⼈１⼈

が、フェアなプレイヤーであ

るとともに、経済活動は価値

とお金を創造する活動であ

り、他人の資産を奪い取るも

のでないことを認識すると同

時に、厳しい審判の⽬を持つ

ことが必要です。 

「ATC フィロソフィー」とは、

「利他の心で、本当に相手のた

めに成ることは何なのか」とい

うことを突き詰めていったもの

です。つまり、「利他の心で、人

間として正しいことを正しく遂

行する」ということを根本にし

た精神なのです。この「ATC フ

ィロソフィー」の中に「フェア

プレイの考えで判断する」とい

う項目があるわけですが、「ATC

フィロソフィー」自体がフェア

プレイ精神を貫くということで

できています。ここで言う「フ

ェアプレイ」とは、「公正」とい

う意味です。つまり、「公正さを

尊ぶ」ということ、「正しいこと

を正しく貫く」ということを企

業の規律の中心に置くべきです。

不正なことは、一切してはなら

ない。これはトップの社長から

従業員まで、全員が徹底しなけ

ればならないことなのです。 

大事なことは、この「フェア

プレイ精神」を社内に深く定着

させるということです。「正々

堂々と正しいことを貫こう」と

言われたときは、「そのとおりだ」

とみんな思いますが、少し時間

がたてば、だんだんその気持ち

も薄らいでくるものです。そし

て、ちょっと儲け話などを持ち

込まれると「まあ、少しくらい

は」と心がふらついてしまうわ

けです。 

確りと、経済活動の原則を理

解して、正々堂々と正しいこと

を貫くようにしましょう。 

ここで一点注意していただき

たいことがあります。人として

正しいことは、自分達が活きる

風土や時代や文化、宗教や哲学

の影響を受けるということです。

風土や時代や文化が異なれば正

しい内容が異なるということで

す。この縛りを超える為に、利
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他の心が必要になります。 

建設的な提言ができる社風
をつくる 

会社というのは人間の集合体

です。その中で皆が正しい判断

ができるような気風を作ること

が必要です。 

例えば、弊社ではお客様が、

満足され、感動し喜ばれること

を目標にしています。それによ

って、私達も喜びを共有し幸せ

に成ることを目指しています。

ですから、社内においては、業

務を依頼された従業員、更に次

工程の従業員も、自分達にとっ

てはお客様になります。その為、

全員が相手のことを思いやり、

相手の為になるように考え判断

することが大切です。 

皆が幸せに成るための建設的

な考えかあれば、どんなに末端

の人が言おうとその意見は歓迎

して、上司もそれを聞く耳を持

ち、全員で取り組むような雰囲

気を、ぜひ会社の中につくって

いきましょう。 

大胆さと細心さを使い分け
る 

人として正しい判断を行う

ために必要な考え方に、大胆

さと細心さという相矛盾する

ものがあります。この両極端

を併せ持つことによって初め

て完全な仕事ができます。 

この両極端を併せ持つとい

うことは、「中庸
ちゅうよう

」をいうの

ではありません。ちょうど綾

を織りなしている⽷のような

状態を⾔います。縦⽷が⼤胆

さなら横⽷は細⼼さというよ

うに、相反するものが交互に

出てきます。大胆さによって

仕事をダイナミックに進める

ことができると同時に、細心

さによって失敗を防ぐことが

できるのです。 

常に正しい判断を行えるよ

うに、仕事を通じていろいろ

な場面で心がけることによっ

て、この両極端で考える力を

兼ね備えることができるよう

になるのです。 

日々自己の人生に対する責務

を果たす時、ときには大胆に決

断しなければなりませんし、ま

たは石橋をたたいても渡らない

というくらい、細心かつ 小心
しょうしん

翼々
よくよく

として判断しなければなら

ないときもあります。つまり、

責務に応じて「大胆さと細心さ

を使い分ける」ことが必要にな

るわけです。「大胆さ」と「細心

さ」を綾織りのように織りなし

ていかなければならないのです。 

この「両極端」とは、ものす

ごく情が深く、優しい人間性を

持っていながら、ときにはズバ

ッと従業員の首を切れるという

冷酷さ、非情さということです。

あるいは、たいへんな理論家で、

合理主義一点張りに見えて、一

方では人間的、感情的な一面も

持っているということもあるで

しょう。つまり、大胆さと細心

さ、温情と冷酷、合理性と人間

性、それぞれ両極端の考え方を、

１人の人間の中に綾を織りなす

ように使い分ける能力がなけれ

ばなりません。 

このことは、経営者でも政治

家でも、すばらしい仕事を成し

遂げた人の伝記などを読むと、

矛盾した考え方を持っていた人

が多いことがわかります。 

例えば、日頃は非常に優しい、

部下思いであったのが、あると

き「泣いて馬謖を斬る」ことを

行う。そのくらいの失敗で部下

を首にしなくてもいいではない

かと思う考えと、いや、小さな

ことかもしれないが、これをこ

のまま放っておいたのでは組織

全体が死んでしまうと断罪する

非情な考えです。これは自己の

責務を果たす為の正しい判断を

する工程でしかありません。 

 

※2025年 11月号に続きます。 
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今月の応援メッセージ 

残心と驕り 

得意感を心が感得した際は、

たいていの人がたちまちに有頂

天になって、その結果として心

の備えを緩めがちです。皆さん

ご存じの Intel Inside のブラン

ドで 1995年から 30年間、飛ぶ

鳥を落とす勢いで世界の PC市場

を握っていた Intelが大赤字の状

態で USA 政府の支援を受けてい

ます。 

人の体と同じように企業も心

の備えを緩めると、それが誘因

となって、軽視することのでき

ない破綻を引き起こすことが、

事実としてすこぶる多いと言え

ます。 

このことをもっとハッキリ理

解するのに、武道でいう「残心」

ということを考察してみます。

「残心」とは、戦い終えた時の

心構えということを意味します。

すなわち、戦い終わったときも

闘う最中と同様に、かりそめに

も安易に心を緩めてはいけない

ということなのです。 

特に勝利を勝ち得たときは、

この心構えを厳重にすべしと戒

めています。なぜならば、誰で

も勝利を得ると、勝った！とい

う得意感、安心感が即座に心に

生ずるものです。すると同時に

心の備えに緩みが生じて、武道

家の最も怖れる隙というものが

付随して生じるからです。 

この隙というのは、心理学的

にいうと、「放心から生じる有

意注意力の欠如」という心理現

象なのです。この心理現象が精

神生命の内容に発生すると、心

の持つ応変可能な自在性という

機能が委縮されます。これはと

どのつまり精神生命内に内在す

る一種の報償作用なので、そう

なると、心の働きが萎縮的にな

って、さらに心身相関の結果と

して、自然と肉体の活動も消極

的な束縛を受けることに成りま

す。 

結果、Intel は市場の動向や要

望を掴み切れずに、NVIDIA や

TSMC に大きく差を付けられて

います。ところで今後の PCは、

AI PC に置き換わっていくので

しょうかね。 

豊原 信 


